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北硫黄島は玄武岩の成層火山であるが、侵食が進んでおり、噴火記録はなく、噴気地熱現

象も認められない。島の北西 4～5km ほどの洋上では海底噴火が記録されており、その周辺を

漁業関係者は“噴火浅根”と称している。海徳海山とともに「北硫黄島付近海底火山」と呼

ばれることもある。 

 

地形図 

 
 

図 73-1 噴火浅根周辺の海底地形図 (海上保安庁海洋情報部). 
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地質図 

 
図 73-2 噴火浅根の地質構造図 (海上保安庁, 19941). 

噴火��� 

�����の火������噴火����� 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1780(安永 9)年
2,11,12 

噴火 2 噴火場所は噴火浅根 2,11,12。 

▲1880(明治 13)年
2,11,12,14 

マグマ噴火 or

マグマ水蒸気

噴火？2,11,12,14 

噴火場所は噴火浅根 2,11,12,14。 

海中から泥土、灰を伴う火炎噴出。 

▲1930～45(昭和 5～

20)年 2,12 

マグマ噴火 or 

マグマ水蒸気

噴火？2,12 

噴火場所は噴火浅根 2,12。 

漁船の観測によると火炎・噴煙・硫黄・泥土・軽石・水柱等の噴

出が毎年 2～3 回あった。 

1953(昭和 28)年 12 海水変色 12 5 月。白濁、硫黄臭。 

1968(昭和 43)年 12 海水変色 12 8 月。 

1982(昭和 57)年 12 海水変色 12 6 月。 

1983(昭和 58)年 12 海水変色 12 7 月。 

1987(昭和 62)年 12 海水変色 12 8 月。 

1989(平成元)年 12 海水変色 12 7 月。 

1997(平成 9)年 3,13 海水変色 3,13 3 月 10 日。 

1998(平成 10)年
4,5,13 

海水変色 4,5,13 5 月 21 日、10 月 27 日。噴火浅根、及び噴火浅根の南東方約 500m

の海域 4,5,13。 

1999(平成 11)年
6,12,13 

海水変色 6,12,13 9 月 7、16 日。 
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噴火年代 現象 活動経過・被害状況等 

2000(平成 12)年
7,12,13 

海水変色 7,12,13 1 月 25～26 日。 

2000(平成 12)年
6,12,13 

海水変色 6,12,13 10 月 30 日。 

2001(平成 13)年
12,13 

海水変色 12,13 10 月 29 日。 

2002(平成 14)年
9,12,13 

海水変色 9,12,13 2 月 28 日。 

2003(平成 15)年
8,10,12,13 

海水変色
8,10,12,13 

3 月 10 日、11 月 4 日。 

2007(平成 19)年～

2012（平成 24）年 13 

海水変色、気泡

湧出 13 

時々、海水変色、気泡湧出を視認 13。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベー

ス(工藤・星住, 2006-)および海域火山データベース(海上保安庁海洋情報部, 2006)を参考に、文献の追記

を行った。 
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機関・部署名 所在地 電話番号 

東京火山監視・情報センター （気象庁本庁）東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-8341 

東京管区気象台総務部業務課 東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-2949 
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北緯24°45′02″ 東経141°17′21″ 標高169m (摺鉢山)(測定点) 

  
 
 

 

 
硫黄島全景 南西側上空から 2008 年 7 月 29 日 気象庁撮影 

 

�� 

別名中硫黄島。北東-南西方向 8.5km、幅 4.5kmの島。島の中北部(元山)は台地状で標高 115m。

南端に急傾斜の火砕丘摺鉢山(標高 161m)があり、元山と摺鉢山とは未固結礫層の低い台地

(千鳥ヶ原、標高 70m 以下)でつながる。島は基底の直径 40km、比高 2000m の大型の海底火山

の山頂部にあり、直径約 10km のカルデラを埋積した後カルデラ火山の山頂部である。元山は

浅海底に流出・堆積した溶岩・火砕岩が隆起・陸化した部分、摺鉢山は陸上火山の溶岩と火

砕丘。岩石は福徳岡ノ場とともに伊豆諸島では特異な粗面安山岩。構成岩石の SiO2 量は 54.6

～60.5 wt.% である。 

島内は全体に地温が高く、多くの噴気地帯、噴気孔がある。2012 年 2 月から 5 月にかけて

旧火口（通称ミリオンダラーホール）のごく小規模な水蒸気爆発など、島内各所で小規模の

水蒸気爆発を起こす。島の隆起を示す海岸段丘や断層崖があり、異常な速さで隆起が続いて

いる。 

2007（平成 19）年に「硫黄島」の呼称が「いおうとう」に変更された。 
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